













にあたり、文献の数量が漸増したがその数は 300 篇以下である。2007－2010 年は発展
段階にあたり、前段階に比して２～３倍に文献の数が増大した。2011－2014 年には、
爆発的な発展段階となり、毎年、文献の数は年をおうごとに倍増し、年間 1,500 件前
後を維持している。最も文献数の多い時期は、2011 年で文献数は 1,649 件である。
幸福指数の研究は幸福感の研究よりもわずかに少ないが、その増大傾向は基本的に
は同様であり、2011 年には最高値の 1,565 件に達した。また、幸福感に関する研究を 3
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［表 1 ］ 2011－2014 年度中国幸福小康指数

















【計算式】：　幸福指数　 =　 { A×B×C×D×E }
ウェイト 2011 年度 2012 年度 2013 年度 2014 年度
心身の状況の満足度 20 75.6 75.7 75.9 77.0
家庭生活の満足度 20 85.3 85.5 85.8 86.7
社会関係の満足度 20 82.2 82.3 82.5 82.9
生活の質（QOL）の満足度 20 83.5 84.0 84.4 84.5
社会的環境の満足度 20 72.7 72.8 72.9 72.6
幸福小康指数 100 79.9 80.1 80.3 80.7



















1 江西 1.10 0.14 0.21 15.06 95.07% 0.44
2 湖南 0.71 0.16 0.19 21.49 93.42% 0.42
3 内蒙古 0.79 0.24 0.16 14.57 95.07% 0.42
4 河南 0.68 0.16 0.20 21.32 87.12% 0.39
5 山東 0.77 0.13 0.22 17.43 87.67% 0.34
6 吉林 0.82 0.11 0.22 16.93 94.52% 0.31
7 河北 0.57 0.16 0.20 18.18 87.67% 0.29
8 福建 0.99 0.09 0.23 14.00 98.63% 0.27
9 海南 1.69 0.10 0.18 8.53 100.00% 0.26
10 安徽 0.87 0.15 0.16 13.81 83.01% 0.24
11 貴州 1.00 0.19 0.11 11.00 95.62% 0.23
12 黒竜江 0.54 0.11 0.24 16.96 86.85% 0.22
13 江蘇 0.84 0.10 0.24 11.91 86.85% 0.21
14 広東 0.87 0.10 0.21 11.70 98.63% 0.21
15 湖北 0.57 0.11 0.19 18.40 83.84% 0.18
16 山西 1.03 0.11 0.14 12.87 84.38% 0.18
17 雲南 0.84 0.15 0.14 10.08 100.00% 0.18
18 重慶 0.73 0.14 0.16 11.36 88.77% 0.17
19 陕西 0.70 0.16 0.13 13.40 83.56% 0.17
20 四川 0.66 0.12 0.16 13.68 88.22% 0.16
21 浙江 0.66 0.12 0.29 10.95 91.23% 0.15
22 新疆 1.02 0.13 0.14 11.14 75.62% 0.15
23 北京 2.02 0.09 0.20 5.69 78.36% 0.15
24 遼寧 0.57 0.12 0.22 11.25 90.96% 0.15
25 青海 0.63 0.17 0.11 13.84 86.58% 0.14
26 甘粛 0.56 0.16 0.12 17.67 66.85% 0.13
27 江西 0.38 0.12 0.16 18.18 96.16% 0.12
28 寧夏 0.54 0.16 0.13 11.87 91.23% 0.12
29 天津 0.46 0.10 0.22 11.26 87.67% 0.10


















2006 年 CCTV 経済生活大調査が開始され、調査課題グループは同時に幸福感につ
いても調査を開始した。おもに主観的な幸福感についての設問を盛りこんだ調査紙を
採用して、標準的な幸福感を計測する研究をすすめ、国家統計局全国経済センサスの
サンプリング方法を参照し、2006－2009 年にかけて全国 31 省、直轄市、自治区をふ
くめて 104 の都市と 300 の県にアンケート紙を配布して調査をおこなった。毎年の調












元のものが 44.6％、同収入が５～10 万元のものが 12.4％、同収入が 10 万元以上のも
のが 2.6％を占めた。そのうち、44.7％のものが生活における幸福感について、幸福で
あるまたは非常に幸福であると回答し、自分は不幸であるまたは非常に不幸であると






粛、河南、四川、遼寧の 7 つの省から、6,000 以上の世帯（原文は家庭：訳者注）を抽出す
るサンプル調査をおこなった。
調査では、10%の被調査者が満点と回答し、83.2％の被調査者が家庭にたいする幸福
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度量表（ life satisfaction rating scales, LSR ）」、「費城老年中心信心量表（ Philadelphia
Geriatric Center（ PGC ）Morale Scale ）」、「総体幸福感量表（ General Well-Being Scale,
GWB ）」、「積極和消極情感量表（ Positive and Negative Affect scales ）」、「紐芬蘭紀念
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